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数量製図設計検図

作成日 縮尺
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整理番号

図番 欠

 
A3基準

1:10

変更履歴 特記事項

注１）取付孔は設けておりません。

　　　取付孔が必要な場合、参考位置にφ１０孔加工をお願いします。

注２）姿図は標準配置図です。オプション等により配置が変更になる

　　　場合がありますので御了承願います。

注３）メーターパネル寸法　１７０　×　４８０

パネル裏面配置図
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品番 ＳＰＧＣＢＣＡＮ２２－Ａ
キャビネット ＣＲＨＧ６０６０２０ＳＣ （屋外露出壁掛）
ドア ｔ１．６（スチール）
ボデー ｔ１．６（スチール）
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A部詳細図
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製図検図 設計

作成日

名称

整理番号

図番 欠

品番 ＳＰＧＣＢＣＡＮ２２－Ａ
シーケンス記号

変更履歴 特記事項

ｍ㎡×３

ＡＣ３φ３Ｗ　２００Ｖ

※

２．２ｋＷ

※

２．２ｋＷ

■操作表示部

電源

自動切試験 Ｎｏ２自交Ｎｏ１

運転

停止

満水

運転

停止

Ｎ３ＰＭ－Ｇ２Ａ（Ｗ）Ａ

運転ランプ

切替スイッチ

満水ランプ

停止ランプ

電源ランプ

■動作説明

●切替スイッチ

試験：強制　入　　No.1：No.1ポンプ単独運転

切　：強制　切　　自交：No.1ポンプ, No.2ポンプの交互運転

自動：自動運転　　No.2：No.2ポンプ単独運転

●動作（異常満水警報を兼ねた排水及び給水自動運転）

・水槽の水面がＥ１に達するとポンプは始動し、Ｅ２以下になるとポンプは停止します。

※給水の場合、Ｅ２以下になるとポンプは始動し、Ｅ１に達するとポンプは停止します。

・何らかの事故で、水面がＥ４に達すると水槽の満水警報を出します。

●異常時同時運転［ＳＰＮＣＡ（Ｂ）ＣＤＮ、ＳＰＧＣＡ（Ｂ）ＣＤＮのみ］※排水用のみ

・通常自動交互運転していますが、満水警報発生時は、No.1, No.2の２台のポンプが同時運転します。

給水の場合はＷＬＲ－Ｇ２Ｎの

Ｔａ１の配線をＴｂ１に入れ替えて下さい。
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警報／故障出力（接点定格１Ａ）
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